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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・今後有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。また、自立支援医療や手帳などの社会資源について、今後有効期限の入力も進めていく。
・昇格試験について
日程：1月10日(木)・11日(金)14日(月)　3日間

場所：メンタルケア病棟4メモリアルホール

試験時間：17：30～18：30

申込期限：12月31日（月）～1月4日（金）17：00

対象職員：中級受験資格者

申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込

受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をすること。

受験申し込みは申込期間中に行い、申込されない場合は受験できない為注意すること。
・職員でインフルエンザA型罹患が確認されました。青森県内や八戸市内で罹患者が増加
しているので気をつけましょう。
・青陽館の避難訓練は2/15（金）。来月のカンファレンスで話し合う予定。
・ハローワークのジョブガイダンスは2月の金曜日で検討している。日時が決まり次第、改めて連絡する

＜各種締め切り＞
・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
・1/15（火）12月経過、疾患別診療計画書や各年間行事の報告書の期限も守るように。
・1/21（月）プログラムテキスト
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
・1/9（水）　看護グループ内研修　テーマ「患者様のプログラムに関して（リハプロ、作業療法、SST）」　講師：木村JGM　佐藤OT　場所:2階会議室

・1/22（火）、23（水）院内研修　テーマ：｢処遇制限について（実技）｣
　講師：加藤　直行(東病棟Ｎｓ)　場所：メンタルケア病棟3階会議室
・2/5（火）法人研修　ビデオ研修2/7（木）　テーマ：「個人情報保護法について」
講師：わかば法務事務所　久保隆明氏

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
＜利用者様情報＞
デイケア
・淡路　智恵子様～担当スタッフへ「青風荘に入りたい」と突然話すことがある。その理由についてグループホームあおぞらの電気代が昨年より7千円も高いため、「冨田さんだ。電気カーペット使ってるから」と入居者で均等割であることを不満気に訴えている。
・高山　英佐　様～本人から連絡がある。風邪症状が出現し昨日伴内科心臓血管クリニックを受診。同院からの処方薬を服用しているが体調不良のためデイケアを欠席したいと話す。本日は休養して体調を整えるよう助言している。
・寺沢　彩　様　～「曜日間違えて来ちゃった」と本日来所している。以前トラブルに至ったことがある根地戸恵様と交流しているため無理をしていないか問うと、「曜日間違えた私が悪いから相手に合わせるよ」と話している。離婚に伴う障害年金の配偶者加算の返還手続きについて年金事務所へ確認するよう助言している。可能であれば早期の就労継続支援A型の利用を検討しているとのことで、事業所や障害福祉サービスの申請についてハローワークや市役所への確認を依頼している。
また現在の保険証が国民健康保険（世帯主：父）だが、社会保険（世帯主：兄）の扶養者になれることが判明。保険証が変更予定とのことで、新しい保険証が届き次第教えてほしいことを伝えている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昨日はスタッフの制止を振り切り外へ出ようとすることがあったが、帰荘後は帰宅要求や衝動的な行動はなく落ち着いて過ごしていたと青風荘から情報提供がある。本日のデイナイトケア来所時も帰宅要求があったが青風荘スタッフの介入で問題なく来所している。以後、昨日のような衝動的な行動に至ることはない。
・倉橋　生子　様～以前青風荘スタッフへ渡した手紙を返してほしいと訴えがあり返したと情報提供がある。荘内のスタッフ巡回時に居室を出て、吉田富秋様へアイスを渡したことについて話していたが、スタッフから話を切り上げると拒否なく応じている。本日のデイナイトケアでは佐藤ミツ子様に小声で話し掛けたり、「奥山さん！あんたやりたがってたよね」と大声で呼び奥山以依子様に“書初めしてきます”と言わせたりと迷惑行為に至ることがあり適宜介入や再三の説明を要している。
ナイトケア
・村上　元道　様～グループホーム世話人から情報提供がある。12/31夕方に母と妹が喧嘩して母が自宅アパートから追い出されたため対応することがあったという。同日母の支援者が対応し自宅アパートに戻っている。本日のナイトケアでは、母から連絡があり対応している。その後「母と妹が喧嘩してるんだよね～電話に出ても“何でもない”って言ってたから妹がいたんだごった」と話している。喧嘩の原因等について詳細に話すことはない。気分の高さ等は認められず、他利用者やスタッフと穏やかに交流し落ち着いて過ごしている。
＜業務改善＞
・インフルエンザ予防のため、①毎朝の手すりのアルコール消毒、②来所後の体温測定、
③加湿器等による湿度管理を行い、注意報が発令した際は①消毒回数を増やす、②来所
後・昼・15時前等のように綿密に行う
・担当している利用者の社会資源や有効期限等の把握を目的として、通所データベースの社会資源の欄に有効期限のセルを追加。
※データベースのフォルダ内に制度手続き管理表のショートカットがありますが、青陽館利用者以外の当院患者も含まれておりわかりずらいかもしれません。電子カルテの患者情報→その他→社会資源か、部門記録簿→PSW記録簿の記載内容を参考にしていただければと思います
・日誌での早期加算対象者の期限日の管理について
参考：通所リハ→通所日誌→日誌→平成30年度→日誌作成時の注意
